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は
じ
め
に

 
 

自
ら
を
華
夏
・
中
国
と
美
称
し
、
四
方
の
民
族
を
東
夷
・
西
戎
・
北
狄
・
南

蛮
と
蔑
称
す
る
華
夷
思
想
の
特
徴
は
、
漢
の
春
秋
学
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
。
渡

邉
義
浩
に
よ
れ
ば
、
「
古
典
中
国
」
の
夷
狄
観
は
、
華
夏
と
夷
狄
の
相
違
が
華

夏
の
文
化
を
有
す
る
か
否
か
に
あ
る
と
い
う
公
羊
伝
の
華
夷
観
念
と
、
獣
の
よ

う
な
夷
狄
は
常
に
華
夏
の
下
位
に
置
か
れ
る
と
い
う
左
氏
伝
の
華
夷
意
識
の
融

合
と
し
て
定
ま
っ
た
、
と
い
う

（
１
）

。

 
 

朱
子
学
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
「
近
世
中
国
」
の
華
夷
思
想
は
、
非
漢
民
族

と
の
共
存
を
許
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
「
古
典
中
国
」
の
そ
れ
よ
り
も
強
く
、「
華

夷
の
辨
」
を
華
夏
文
化
の
有
無
に
求
め
る
点
で
は
「
古
典
中
国
」
の
継
承
で
あ
っ

た
。
小
島
毅
に
よ
れ
ば
、
朱
子
は
、
世
界
全
体
に
普
遍
的
な
倫
理
規
範
に
遵
っ

て
い
る
中
華
と
、
従
わ
な
い
夷
狄
・
禽
獣
と
は
、
並
列
関
係
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
道
理
に
則
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
優
劣
関
係
、
価
値
的
な
上
下
関
係
に

あ
る
と
考
え
て
い
た
、
と
い
う

（
２
）

。
ま
た
、
朱
子
の
こ
う
し
た
華
夷
観
に
つ
い
て
、

三
浦
国
雄
は
、
朱
子
の
夷
狄
に
関
す
る
発
言
の
底
に
は
、
国
土
の
半
分
を
奪
わ

れ
た
金
に
対
す
る
憎
悪
が
渦
巻
い
て
い
る
と
推
察
す
る

（
３
）

。

 
 

そ
れ
で
は
、
漢
民
族
と
非
漢
民
族
が
入
り
乱
れ
た
三
国
時
代
を
描
く
「
三
国

志
」
物
語
に
は
、
い
か
な
る
華
夷
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
元
で
成
立
し
た
『
至
治
新
刊
全
相
平
話
三
国
志
』
（
以
下
、
『
三
国
志

平
話
』
と
略
称
）
、
明
で
成
立
し
た
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
（
以
下
、
嘉
靖
本
と

略
称
）
、
清
で
成
立
し
た
毛
宗
崗
批
評
『
三
国
志
演
義
』
（
以
下
、
毛
宗
崗
本
と

略
称
）
の
華
夷
思
想
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
「
三
国
志
」
物
語
が
、
ど
の
よ
う

に
華
夷
思
想
と
向
き
合
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

一
、
『
三
国
志
平
話
』
の
華
夷
思
想

 
 

『
三
国
志
平
話
』
は
、
元
代
の
至
治
年
間
（
一
三
二
一
～
一
三
二
三
）
に
建

安
の
虞
氏
が
刊
行
し
た
も
の
で
、
語
り
物
が
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
４
）

。
『
三

国
志
平
話
』
は
、
講
釈
師
た
ち
の
種
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
最
も
明

確
に
現
れ
る
も
の
は
、
冒
頭
と
末
尾
に
置
か
れ
た
額
縁
物
語
で
あ
る
。

 
 

冒
頭
の
そ
れ
は
、
司
馬
仲
相
が
漢
の
高
祖
と
韓
信
・
彭
越
・
英
布
を
裁
き
、

そ
れ
ぞ
れ
献
帝
・
曹
操
・
劉
備
・
孫
権
に
転
生
さ
せ
、
自
ら
は
司
馬
仲
達
に
生

「三国志」物語における華夷思想の展開

　
　
　

「
三
国
志
」
物
語
に
お
け
る
華
夷
思
想
の
展
開
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ま
れ
変
わ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
小
川
環
樹
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
、
宋

人
の
作
と
さ
れ
る
『
新
編
五
代
史
平
話
』
、
明
の
馮
夢
龍
編
『
古
今
小
説
』
巻

三
十
一
の
「
鬧
陰
司
司
馬
貌
断
獄
」
、
お
よ
び
清
代
の
『
三
国
因
』な
ど
に
も
み
え
、

転
生
説
話
に
は
仏
教
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
５
）

。

　

ま
た
、
『
三
国
志
平
話
』
の
末
尾
で
は
、
五
胡
十
六
国
時
代
の
幕
開
け
と
な

る
漢
（
前
趙
）
の
劉
淵
の
史
実
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
な
物
語
を
展
開
す
る
。

晉
帝
は
劉
禅
を
封
じ
て
扶
風
郡
王
と
し
た
。
①
劉
禅
の
外
孫
劉
淵
は
逃
げ

て
行
き
、
北
の
地
へ
と
亡
命
し
た
。
…
…
劉
淵
は
衆
人
に
向
か
っ
て
、「
漢

の
天
下
は
久
し
く
つ
づ
き
、
恩
を
民
に
施
し
て
き
た
。
わ
し
は
蜀
漢
の
外

甥
に
あ
た
る
。
わ
が
舅
（
劉
禅
）
は
晉
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
わ
し
は

仇
を
討
た
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
」
と
言
っ
た
。
つ
い
に
舅
の
姓
を
採
用
し

て
劉
氏
を
名
乗
り
、
国
を
建
て
漢
と
し
た
。
そ
し
て
漢
の
高
祖
の
故
事
に

な
ら
っ
て
、
漢
王
と
称
し
、
元
熙
と
改
元
し
た
。
劉
禅
に
謚
を
お
く
っ

て
孝
懐
皇
帝
と
し
、
漢
の
三
祖
五
宗
の
位
牌
を
作
っ
て
祭
祀
を
行
っ
た
。

…
…
さ
て
漢
王
は
、
数
十
万
の
軍
を
率
い
、
進
ん
で
洛
陽
に
い
た
り
晉
を

征
伐
し
た
。
晉
の
懐
帝
は
出
兵
し
て
敵
を
迎
え
た
が
、
陣
は
敗
れ
、
漢
の

兵
は
晉
帝
を
捕
ら
え
、
殺
し
て
劉
禅
の
廟
で
祭
祀
を
行
っ
た
。
ま
た
晉
の

憫
帝
が
長
安
で
即
位
す
る
と
、
漢
帝
は
劉
曜
を
派
遣
し
て
こ
れ
を
征
伐
し
、

つ
い
に
晉
の
憫
帝
を
捕
ら
え
、
晉
の
恵
帝
の
羊
皇
后
を
妻
と
し
た
。
そ
し

て
晉
帝
を
平
陽
郡
に
護
送
し
た
。
②
漢
は
つ
い
に
晉
国
を
滅
ぼ
し
、
漢
の

皇
帝
の
位
に
就
い
た
。
③
そ
し
て
漢
の
高
祖
の
廟
、
ま
た
漢
の
文
帝
の
廟
、

漢
の
光
武
帝
の
廟
、
漢
の
昭
烈
皇
帝
の
廟
、
漢
の
懐
帝
劉
禅
の
廟
に
向
か

い
祭
祀
を
執
り
行
い
、
天
下
に
大
赦
を
行
っ
た
。

漢
君 

懦
弱
に
し
て 

曹
・
呉
は
覇
た
る
も

昭
烈 

英
雄
に
し
て
蜀
は
帝
都
た
り

司
馬
仲
達 

三
国
を
平
ら
ぐ
る
も

劉
淵 

漢
を
興
し
て
皇
図
を
鞏
む

（
６
）

 
 

漢
（
前
趙
）
を
建
国
し
た
①
劉
淵
（
劉
元
海
）
は
、
匈
奴
の
出
身
で
あ
り
、

劉
禅
の
外
孫
で
は
な
い
。
晉
の
永
興
元
（
三
〇
四
）
年
に
漢
王
を
称
し
て
元
号

を
定
め
、
五
胡
十
六
国
時
代
の
魁
に
な
る
と
、
永
嘉
二
（
三
〇
八
）
年
に
漢
帝

を
称
し
て
平
陽
に
都
を
置
い
た
（
『
晉
書
』
巻
一
百
一 

劉
元
海
載
記
）
。
や
が

て
子
の
劉
聡
が
、
西
晉
を
滅
ぼ
す
。
こ
れ
を
永
嘉
の
乱
と
い
う
。
②
漢
王
が
晉

を
滅
ぼ
し
た
と
す
る
の
は
、
史
実
と
は
異
な
る
。

 
 

『
三
国
志
平
話
』
を
邦
訳
し
た
二
階
堂
善
弘
・
中
川
諭
は
、
本
来
劉
備
や
劉

禅
と
直
接
の
つ
な
が
り
の
な
い
劉
淵
を
蜀
漢
の
一
族
と
し
、
そ
れ
が
魏
の
系
統

を
引
く
晉
を
滅
ぼ
し
て
漢
を
復
興
し
た
こ
と
を
物
語
を
団
円
に
終
わ
ら
せ
る
も

の
と
解
釈
す
る

（
７
）

。
事
実
、
劉
淵
が
晉
を
滅
ぼ
す
物
語
は
、
明
で
は
酉
陽
野
史
『
続

三
国
志
』
な
ど
に
み
え
る
。
正
統
の
蜀
漢
が
敗
れ
て
い
く
悲
劇
を
団
円
に
終
わ

ら
せ
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
こ
の
後
も
続
く
の
で
あ
る
。

 
 

一
方
、
金
文
京
は
、
そ
こ
に
非
漢
民
族
の
統
治
に
あ
え
ぐ
漢
民
族
知
識
人
の

い
わ
ば
苦
肉
の
策
、
あ
る
い
は
精
神
的
勝
利
法
を
見
る
。
す
な
わ
ち
、
匈
奴
族

の
劉
淵
父
子
に
よ
る
蜀
漢
の
継
承
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
人

の
元
朝
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
南
宋
を
継
承
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

『
三
国
志
平
話
』
の
作
者
が
劉
淵
父
子
に
よ
る
漢
王
朝
復
活
を
結
末
と
し
た
主

た
る
原
因
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る
の
で
あ
る

（
８
）

。

　

③
劉
禅
に
孝
懐
皇
帝
と
い
う
謚
を
追
尊
し
た
こ
と
は
、
『
三
国
志
』
に
は
な

く
『
晉
書
』
よ
り
取
材
し
た
可
能
性
が
高
い

（
９
）

。
ま
た
、
宮
紀
子
に
よ
れ
ば
、『
三

国
志
平
話
』
を
出
版
し
た
建
安
の
虞
氏
務
本
同
は
、
『
新
刊
類
編
歴
挙
三
場
文

選
』
・
『
周
易
程
朱
伝
義
音
訓
』
・
『
新
編
四
書
待
問
』
と
い
っ
た
科
挙
の
参
考
書

を
は
じ
め
、『
増
刊
校
正
王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』・『
趙
子
昴
詩
集
』
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な
ど
も
出
版
し
て
お
り
、
当
時
の
文
人
た
ち
は
、
評
話
を
今
ほ
ど
低
い
目
線
で

は
見
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

）
（1
（

。
『
晉
書
』
に
取
材
し
て
い
れ
ば
、
劉
淵
が
起
兵

す
る
際
の
次
の
よ
う
な
記
述
に
目
を
止
め
た
可
能
性
も
あ
る
。

劉
宣
ら
固
く
諌
め
て
曰
く
、「
①
晉
は
無
道
を
爲
し
、
奴
隸
も
て
我
を
御
す
。

是
を
以
て
右
賢
王
の
猛
は
其
の
忿
に
勝
へ
ず
。
晉
綱
の
未
だ
弛
ま
ざ
る
に

屬つ

か
ば
、
大
事 
遂
げ
ず
。
右
賢 

地
に
塗
る
る
は
、
單
于
の
恥
な
り
。
今 

司
馬
氏
の
父
子
兄
弟
、
自
ら
相 

魚
肉
す
。
此
れ
天 

晉
の
徳
を
厭
ひ
、
之

を
我
に
授
く
る
な
り
。
單
于 

徳
を
積
む
こ
と
躬
に
在
り
、
晉
人
の
服
す

る
所
と
爲
る
。
方
に
當
に
我
が
邦
族
を
興
し
、
②
呼
韓
邪
の
業
を
復
す
べ

し
。
…
…
」
と

）
（（
（

。

 
 

劉
淵
の
挙
兵
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
唐
長
孺
は
、
①
奴
隷
を
文
字
通
り
ス
レ
ー

ヴ
の
意
味
に
解
し
て
、
奴
婢
・
田
客
の
境
遇
に
落
ち
こ
ん
だ
匈
奴
人
民
の
解
放

要
求
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
谷
川
道
雄
は
、
「
奴
隷
」
と
は
、
匈
奴
族
が

そ
の
固
有
な
生
活
を
解
体
さ
せ
ら
れ
、
種
族
と
し
て
の
自
立
性
を
喪
失
せ
し
め

ら
れ
た
状
態
の
形
容
で
あ
る
、
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
匈
奴
を
は
じ
め
と

す
る
夷
狄
の
「
奴
隷
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
は
、
江
統
の
徙
戎
論
に
代

表
さ
れ
る
排
他
的
な
華
夷
思
想
が
横
溢
す
る
な
か
で
進
展
し
た
結
果
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

）
（1
（

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
作
者
は
、
蜀
漢
が
敗
れ
た
ま
ま
の
「
三

国
志
」
物
語
の
団
円
を
目
指
す
と
と
も
に
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
立
場
に
身
を
置
き
、

前
漢
の
宣
帝
と
友
好
な
関
係
を
結
び
、
王
昭
君
を
漢
の
公
主
と
し
て
降
嫁
さ
れ

て
、
漢
の
一
族
と
な
っ
た
②
呼
韓
邪
単
于
を
目
指
し
て
立
ち
上
が
っ
た
劉
淵
の

正
統
性
を
述
べ
る
こ
と
で
、
元
の
中
国
支
配
を
正
統
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

『
三
国
志
平
話
』
は
、
仏
教
的
因
果
応
報
話
の
形
を
と
る
た
め
に
、
司
馬
仲

相
の
冥
界
裁
判
の
話
を
額
縁
物
語
と
し
て
掲
げ
、
匈
奴
の
劉
聡
が
西
晉
を
滅
ぼ

し
漢
を
復
興
す
る
こ
と
で
、
三
国
時
代
を
漢
の
勝
利
に
終
わ
ら
せ
る
。
劉
聡
は
、

北
方
民
族
の
首
長
で
あ
る
。
北
方
民
族
の
中
国
支
配
を
容
認
し
、
そ
れ
を
漢
の

復
興
と
結
び
付
け
て
い
る
点
か
ら
は
、
『
三
国
志
平
話
』
が
北
方
民
族
王
朝
で

あ
る
元
の
支
配
下
で
成
立
し
た
と
い
う
政
治
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
『
三
国
志
平
話
』
は
、
教
養
を
持
っ
た
知
識
人
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
支
配

を
正
統
化
す
る
た
め
に
著
し
た
も
の
で
、
そ
の
想
定
す
る
読
者
の
対
象
も
講
史

者
が
読
み
聞
か
せ
る
民
衆
よ
り
も
、
む
し
ろ
あ
る
程
度
の
当
て
字
が
あ
っ
て
も

読
み
通
す
こ
と
が
で
き
る
知
識
人
と
考
え
て
よ
い
。
『
三
国
志
平
話
』
は
、
モ

ン
ゴ
ル
族
と
い
う
元
の
支
配
者
を
意
識
し
、
そ
の
民
族
差
別
的
な
支
配
に
迎
合

す
る
た
め
に
、
語
り
物
を
知
識
人
が
整
理
を
し
た
著
作
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　

二
、
嘉
靖
本
の
華
夷
思
想

 
 

『
三
国
志
演
義
』
は
、
『
三
国
志
平
話
』
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
複
雑
な
過
程

を
経
て
重
層
的
に
形
成
さ
れ
た

）
（1
（

。
現
存
す
る
『
三
国
志
演
義
』
最
古
の
版
本
で

あ
る
嘉
靖
本
は

）
（1
（

、
次
の
よ
う
な
文
章
よ
り
始
ま
る
。

後
漢
の
桓
帝
が
崩
御
し
、
霊
帝
が
即
位
し
た
、
時
に
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

…
…
建
寧
二
年
四
月
十
五
日
、
霊
帝
は
群
臣
を
温
德
殿
の
中
に
集
め
た
。

玉
座
に
陞
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
温
德
殿
の
す
み
に
狂
風
が
大
い
に
起
こ

り
、
一
条
の
青
蛇
が
現
れ
た
。
梁
の
上
か
ら
飛
び
お
り
て
き
て
、
約
二
十

丈
余
り
の
長
さ
で
、
玉
座
の
上
に
蟠
っ
た
。
霊
帝
は
驚
き
倒
れ
、
武
士
が

急
ぎ
慌
て
て
救
い
出
し
た

）
（1
（

。

　

嘉
靖
本
は
、
『
三
国
志
平
話
』
の
額
縁
物
語
を
継
承
せ
ず
、
物
語
を
歴
史
叙

述
か
ら
始
め
る
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
元
に
よ
る
統
治
が
終
了
し
た
明
で
は
、
華
夷

思
想
に
反
す
る
元
の
統
治
を
正
統
化
す
る
必
要
性
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
白
蓮

「三国志」物語における華夷思想の展開
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教
徒
の
朱
元
璋
が
、
そ
こ
か
ら
蝉
変
し
て
朱
子
学
を
官
学
に
掲
げ
た
明
で
は

）
（1
（

、

仏
教
的
因
果
応
報
を
表
現
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。

 
 

な
お
、
霊
帝
期
に
お
け
る
青
蛇
の
出
現
は
、
范
曄
の
『
後
漢
書
』
本
紀
に
は

記
さ
れ
ず
、
合
刻
さ
れ
る
司
馬
彪
の
『
続
漢
書
』
で
は
、
熹
平
元
年
四
月
の
こ

と
と
さ
れ
る

）
（1
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
司
馬
光
の
『
資
治
通
鑑
』
、
お
よ
び
そ
れ
を

踏
ま
え
た
朱
熹
の
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
で
は
、
建
寧
二
年
の
こ
と
と
す
る

）
（1
（

。
「
建

寧
二
年
」
と
記
す
嘉
靖
本
は
、
上
田
望
が
説
く
よ
う
に
、
『
資
治
通
鑑
綱
目
』

に
よ
り
史
実
化
を
推
進
し
た
と
考
え
て
良
い

）
（1
（

。
同
時
に
、
『
晉
書
』
を
下
敷
き

に
し
た
『
三
国
志
平
話
』
の
異
質
性
も
、
確
認
で
き
よ
う
。

 
 

嘉
靖
本
の
冒
頭
に
は
、
朱
熹
の
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
に
基
づ
き
史
実
化
（
正

確
に
は
史
書
に
従
っ
て
記
述
す
る
こ
と
）
を
行
う
必
要
性
に
つ
い
て
、
弘
治
七

（
一
四
九
四
）
年
の
庸
愚
子
（
蒋
大
器
）
に
よ
る
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
な
ぜ
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
執
筆
目

的
も
合
わ
せ
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
史
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
歴
代
の
事
実
を
記
載
す
る
だ
け
で
な

く
、
古
今
の
盛
衰
・
君
臣
の
善
悪
・
政
治
の
得
失
を
明
ら
か
に
し
、
人
才

の
吉
凶
・
国
家
の
喜
び
と
憂
い
、
寒
暑
に
至
る
災
祥
、
毀
誉
褒
貶
を
判
断

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
予
奪
は
書
か
な
い
も
の
は
一
つ
も
な
く
、
そ

こ
に
は
た
だ
一
つ
義
（
の
基
準
）
が
存
在
す
る
。
孔
子
は
獲
麟
を
機
に
『
春

秋
』
を
著
し
た
。
『
春
秋
』
と
は
魯
の
史
書
で
あ
る
。
①
孔
子
は
こ
れ
を

修
め
、
一
字
に
至
る
ま
で
い
い
も
の
は
こ
れ
を
褒
め
て
、
悪
い
も
の
は
こ

れ
を
貶
し
た
。
そ
う
し
て
一
字
の
中
に
、
当
時
の
君
臣
父
子
の
道
を
明
ら

か
に
し
、
後
世
の
鑑
と
し
、
何
が
善
で
何
が
悪
な
の
か
を
記
す
こ
と
で
、

勧
善
懲
悪
を
示
し
、
前
車
の
轍
を
踏
ま
せ
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

…
…
②
し
か
し
史
書
の
文
は
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
義
が
分
か
り
に
く
い
。

…
…
前
代
（
の
元
の
時
）
に
は
野
史
（
民
間
に
伝
わ
る
歴
史
）
か
ら
、「
評

話
」
（
『
三
国
志
平
話
』
な
ど
）
を
つ
く
り
、
目
の
不
自
由
な
芸
人
に
語
ら

せ
た
が
、
そ
の
言
葉
は
卑
し
く
誤
り
が
多
い
の
で
、
君
子
は
こ
れ
を
嫌
っ

た
。
そ
こ
で
東
原
の
羅
貫
中
は
、
平
陽
の
陳
寿
の
伝
（
『
三
国
志
』
）
を
も

と
に
、
諸
国
史
を
考
え
あ
わ
せ
、
漢
の
霊
帝
の
中
平
元
年
か
ら
晉
の
太
康

元
年
ま
で
の
事
実
を
慎
重
に
取
捨
選
択
し
て
（
描
き
）
、
『
三
国
志
通
俗
演

義
』
と
名
付
け
た
。
そ
の
文
章
は
さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
く
、
そ
の
言
葉
は

さ
ほ
ど
俗
で
は
な
い
。
③
事
実
を
記
し
て
、
史
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
指

し
た
。
こ
れ
は
読
者
が
理
解
で
き
る
こ
と
を
願
っ
た
た
め
で
あ
る

）
11
（

。 

 
 

序
は
、
①
歴
史
に
お
け
る
『
春
秋
』
の
「
義
」
の
重
要
性
と
、
②
そ
れ
が
通

俗
性
に
欠
け
る
た
め
に
分
か
り
に
く
い
と
い
う
問
題
を
持
つ
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。
そ
の
う
え
で
、
『
三
国
志
平
話
』
な
ど
の
「
評
話
」
は
、
誤
り
が
多
く
君

子
が
嫌
っ
た
た
め
、
③
陳
寿
の
『
三
国
志
』
を
中
心
に
事
実
を
描
く
が
、
そ
れ

ほ
ど
難
し
く
な
い
も
の
を
目
指
し
、
読
者
へ
の
普
及
を
願
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
、
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
と
い
う
書
名
の
由
来
が
説
明
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
三
国
志
」
そ
の
も
の
は
難
し
い
の
で
、
「
通
俗
」
性
を
高
め
て
普

及
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
義
」
を
「
演え

ん

」
繹え

き

す
る
、
す
な
わ
ち
押
し
広
め
る

の
で
あ
る

）
1（
（

。
そ
の
場
合
の
「
義
」
と
は
、『
春
秋
』
の
義
で
あ
り
、
朱
子
の
『
資

治
通
鑑
綱
目
』
で
も
示
さ
れ
る
、
毀
誉
褒
貶
を
判
断
し
て
勧
善
懲
悪
を
行
う
た

め
の
行
動
規
範
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
嘉
靖
本
の
華
夷
思
想
は
、
朱
子
の
華

夷
思
想
に
基
づ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

 
 

そ
れ
で
は
、
嘉
靖
本
は
華
夷
思
想
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

嘉
靖
本
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
諸
葛
亮
の
南
征
が
描
か
れ
た
『
三

国
志
平
話
』
の
南
蛮
観
よ
り
検
討
し
よ
う
。

翌
日
、
武
侯
（
孔
明
）
と
会
い
、
①
孟
獲
は
、
「
先
帝
の
劉
備
は
十
万
の

日本儒教学会報 五
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兵
を
借
り
て
お
き
な
が
ら
返
さ
な
か
っ
た
た
め
、
俺
は
反
乱
を
起
こ
し
た

の
だ
」
と
言
っ
た
。
（
孔
明
は
）
「
十
万
の
金
と
珠
玉
を
収
め
れ
ば
、
わ
た

し
は
そ
な
た
の
命
を
助
け
よ
う
」と
し
た
。
南
蛮
の
将
は
金
銀
を
献
上
し
、

孟
獲
の
身
を
贖
っ
た
。
の
ち
数
日
し
て
、
孟
獲
は
遠
く
哭
娘
廟
に
赴
き
焼

香
し
た
。
四
方
か
ら
伏
兵
が
起
こ
り
、
ま
た
孟
獲
は
捕
ら
え
ら
れ
た
。
ま

た
降
服
を
受
け
入
れ
な
い
の
で
、
十
万
の
金
と
珠
玉
を
求
め
、
（
南
蛮
の

将
は
）
ふ
た
た
び
（
孟
獲
の
身
を
）
贖
っ
た
。
軍
師
（
孔
明
）
は
、
「
数

日
せ
ぬ
う
ち
に
、わ
た
し
は
陣
幕
の
中
で
そ
な
た
を
捕
ら
え
る
で
あ
ろ
う
」

と
言
っ
た
。
蛮
王
（
孟
獲
）
は
信
じ
な
か
っ
た
。
諸
葛
（
孔
明
）
は
酒
や

食
事
を
た
く
さ
ん
供
す
る
と
、
孟
獲
は
去
っ
て
い
っ
た
。
…
…
軍
師
は
、

「
そ
な
た
を
縛
っ
て
蜀
へ
も
ど
り
、
蛮
地
を
征
し
た
あ
と
、
そ
な
た
を
斬

ろ
う
」
と
言
っ
た
。
蛮
王
（
孟
獲
）
は
死
を
恐
れ
、
ま
た
金
や
珠
玉
で
身

を
贖
わ
せ
た
。
衆
将
は
軍
師
に
尋
ね
た
、
「
②
蛮
王
（
孟
獲
）
は
、
夷
狄

で
す
。
ど
う
し
て
三
度
も
五
度
も
解
放
し
て
や
る
の
で
す
か
」
と
。
軍
師

（
孔
明
）
は
笑
っ
て
、
「
わ
た
し
が
こ
の
賊
を
③
塵
芥
と
同
じ
よ
う
に
見
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
蜀
は
現
在
国
の
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
た
め
だ
」

と
言
っ
た

）
11
（

。

　

『
三
国
志
平
話
』
は
、
南
征
の
理
由
を
孟
獲
が
①
十
万
の
兵
を
返
さ
な
い
こ

と
に
求
め
、
ま
た
孟
獲
を
解
き
放
つ
た
め
に
金
と
財
宝
を
南
蛮
か
ら
取
り
上
げ

た
と
描
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
諸
葛
亮
の
配
下
に
は
、
②
夷
狄
は
解
き
放
つ
必

要
は
な
い
と
主
張
さ
せ
、
諸
葛
亮
自
身
も
③
孟
獲
ら
南
蛮
を
塵
芥
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
支
配
を
『
晉
書
』
を

持
ち
出
し
て
ま
で
肯
定
す
る
額
縁
物
語
の
正
統
論
は
存
在
せ
ず
、
史
書
に
記
さ

れ
る
諸
葛
亮
の
南
征
と
も
大
き
く
異
な
る
。
額
縁
物
語
と
、
『
三
国
志
平
話
』

の
内
容
と
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
理
解
で
き
よ
う
。

　

こ
う
し
た
夷
狄
へ
の
一
方
的
な
蔑
視
を
描
く
『
三
国
志
平
話
』
に
対
し
て
、

嘉
靖
本
は
、
華
夷
思
想
に
基
づ
く
夷
狄
の
描
写
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
三
で

扱
う
毛
宗
崗
本
も
、
こ
の
場
面
は
字
句
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
一
内

容
で
あ
る
。
異
動
は
、
注
に
示
し
て
お
く
。

孟
獲
が
祝
融
夫
人
や
孟
優
・
帯
来
洞
主
そ
の
他
一
族
郎
党
の
者
た
ち
と
、

別
の
幕
舎
で
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
、
一
人
の
者
が
入
っ
て
来
て
孟
獲
に
、

「
丞
相
は
（
火
攻
め
の
む
ご
さ
を
）
恥
じ
、
貴
公
に
お
会
い
に
な
ら
な
い
。

貴
公
を
放
た
れ
る
ゆ
え
、
ふ
た
た
び
軍
勢
を
集
め
勝
負
を
し
に
参
る
よ
う

に
。
た
だ
ち
に
お
引
き
取
り
下
さ
れ
」と
言
っ
た
。
孟
獲
は
涙
を
流
し
て
、

「
七
度
捕
え
て
七
度
放
つ
こ
と
は
、
古
よ
り
あ
っ
た
た
め
し
は
な
い
。
①

わ
し
は
王
化
の
外
に
あ
る
者
で
は
あ
る
が
、
礼
義
は
わ
き
ま
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
恥
知
ら
ず
な
こ
と
は
で
き
ぬ
」
と
言
っ
た
。
か
く
て
兄
弟
妻

子
・
郎
党
と
と
も
に
、
孔
明
の
前
に
這
い
進
ん
で
脆
き
、
肉
袒
し
謝
罪
し

て
言
っ
た
、
「
丞
相
は
天
の
ご
と
き
御
稜
威
が
あ
り
ま
す
。
南
蛮
の
者
ど

も
は
二
度
と
背
き
ま
せ
ぬ
」
と
。
孔
明
は
、
「
あ
な
た
は
い
ま
帰
服
さ
れ

る
の
か
」と
言
っ
た
。
孟
獲
は
泣
き
な
が
ら
、「
子
々
孫
々
に
い
た
る
ま
で
、

こ
の
ご
恩
は
忘
れ
ま
せ
ぬ
。
ど
う
し
て
背
く
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
た
。
孔
明
は
孟
獲
を
幕
中
に
迎
え
、
慶
賀
の
酒
宴
を
開
き
、
②
末

長
く
（
孟
獲
を
）
洞
主
と
し
て
、
占
領
し
た
土
地
を
こ
と
ご
と
く
返
し
た
。

孟
獲
の
一
党
と
蛮
兵
た
ち
に
、
感
激
し
な
い
者
は
な
く
、
喜
び
勇
ん
で
こ

れ
を
祝
っ
た
。
…
…
長
史
の
費
禕
が
諫
め
て
、
「
こ
の
た
び
丞
相
に
は
親

し
く
士
卒
を
ひ
き
い
ら
れ
、
不
毛
の
地
に
入
ら
れ
て
蛮
地
を
収
め
、
蛮
王

も
す
で
に
帰
服
し
ま
し
た
の
で
、
③
官
吏
を
置
い
て
孟
獲
と
と
も
に
治
め

さ
せ
る
の
が
よ
ろ
し
い
と
存
じ
ま
す
」
と
し
た
。
孔
明
は
、
「
そ
れ
で
は

三
つ
の
む
ず
か
し
い
事
が
起
こ
る
。
外
地
の
者
を
兵
士
と
し
て
留
め
て
も
、

「三国志」物語における華夷思想の展開
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食
べ
物
が
な
い
。
こ
れ
が
一
つ
。
蛮
人
は
敗
軍
で
、
肉
親
を
殺
さ
れ
て
お

り
、
外
の
官
吏
だ
け
を
留
め
兵
士
を
引
き
払
え
ば
、
必
ず
不
測
の
こ
と
が

起
き
よ
う
。
こ
れ
が
二
つ
。
蛮
人
は
（
漢
人
を
）
殺
し
て
き
た
罪
が
あ
る

の
で
、
官
吏
を
留
め
お
け
ば
、な
お
の
こ
と
疑
い
を
抱
こ
う
。こ
れ
が
三
つ
。

今
わ
た
し
は
人
を
留
め
ず
、
兵
を
留
め
ず
兵
糧
も
送
ら
な
い
の
で
、
と
も

に
安
寧
で
無
事
に
な
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
み
な
恐
れ
入
っ
た
。
こ
の
と
き

蛮
族
は
孔
明
の
恩
徳
に
感
じ
、
そ
こ
で
孔
明
の
生
祠
を
建
て
、
四
時
に
祭

り
を
し
慈
父
と
呼
ん
だ
。
④
（
蛮
族
は
）
み
な
珍
珠
・
金
宝
・
丹
漆
・
薬

材
・
耕
牛
・
軍
馬
な
ど
を
送
り
、
（
孔
明
は
）
そ
れ
を
軍
用
と
し
た
。
後

に
天
子
に
禮
物
を
献
上
し
て
、
終
身
背
か
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
。
南
方
の

平
定
は
す
べ
て
孔
明
の
功
績
で
あ
る

）
11
（

。

　

こ
こ
に
は
、
『
三
国
志
平
話
』
が
持
っ
て
い
た
よ
う
な
非
漢
民
族
へ
の
蔑
視

は
な
い
。
嘉
靖
本
と
毛
宗
崗
本
に
、
字
句
の
違
い
は
多
い
の
も
の
の
根
幹
に
違

い
が
な
い
の
は
、
典
拠
と
す
る
『
三
国
志
』
に
沿
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

 
 

三
国
時
代
の
非
漢
民
族
政
策
は
、
三
国
で
異
な
る
。
曹
魏
は
、
討
伐
と
懐
柔

を
並
用
し
、
烏
桓
・
匈
奴
を
討
伐
し
て
、
山
越
を
懐
柔
し
た
。
孫
呉
は
、
討
伐

策
を
中
心
と
し
、
山
越
の
討
伐
を
積
極
的
に
行
っ
た
。こ
れ
に
対
し
て
、
蜀
漢
は
、

懐
柔
策
を
中
心
と
し
、
鮮
卑
・
氐
羌
・
涼
州
胡
・
南
蛮
・
武
陵
蛮
を
懐
柔
し
た
。

①
王
化
の
外
に
あ
る
夷
狄
に
、
恩
徳
に
よ
っ
て
教
化
を
行
う
こ
と
は
、
華
夷
思

想
に
基
づ
く
、
中
華
帝
国
の
理
想
的
な
非
漢
民
族
統
治
で
あ
る
。
中
国
の
西
南

地
方
に
は
、
唐
か
ら
宋
に
は
羈
縻
政
策
、
元
か
ら
清
に
は
土
司
制
度
が
、
こ
う

し
た
華
夷
思
想
に
基
づ
き
施
行
さ
れ
た
。
嘉
靖
本
と
毛
宗
崗
本
は
、
そ
れ
を
共

に
孟
獲
の
言
葉
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
葛
亮
は
、
南
征
の
後
、
非

漢
民
族
の
大
姓
・
夷
帥
に
当
地
の
支
配
を
委
ね
る
と
と
も
に
、
勁
卒
・
青
羌
な

ど
を
兵
士
に
あ
て
、
南
中
の
財
貨
で
北
伐
の
資
金
を
補
っ
て
い
た

）
11
（

。
②
・
③
の

表
現
は
前
者
、
④
は
後
者
を
踏
ま
え
て
い
る
。
嘉
靖
本
、
お
よ
び
毛
宗
崗
本
は
、

こ
う
し
た
『
三
国
志
』
に
記
さ
れ
た
蜀
漢
の
南
中
へ
の
華
夷
思
想
に
基
づ
く
懐

柔
策
を
も
と
に
、
物
語
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

 
 

こ
れ
ら
の
う
ち
嘉
靖
本
の
記
述
は
、
結
果
と
し
て
は
、
明
の
西
南
民
族
統
治

政
策
を
正
統
化
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
明
の
弘
治
半
ば
か
ら
嘉
靖
初
年

に
か
け
て
は
、
明
の
土
司
制
度
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
土
司
制
度
と

は
、
非
漢
民
族
の
集
居
地
域
に
対
し
て
、
王
朝
の
支
配
を
間
接
的
な
形
で
徐
々

に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
非
漢
民
族
の
有
力
者
を
土
官
・
土
目
に
任
命
す
る
制
度

で
あ
る
。
②
・
③
に
似
た
制
度
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
、
思
恩
・
田
州
二
府

を
舞
台
に
、
明
の
弘
治
半
ば
か
ら
嘉
靖
初
年
に
か
け
て
三
つ
の
叛
乱
が
お
き
る
。

明
は
、
土
官
ど
お
し
の
抗
争
を
叛
乱
と
認
識
し
、
こ
れ
を
鎮
圧
し
、
二
府
は
流

官
（
王
朝
支
配
を
直
接
的
に
及
ぼ
す
非
漢
民
族
居
住
地
）
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
明
の
「
改
土
帰
流
」
に
対
し
て
、
叛
乱
が
継
続
的
に
起
き
た
た
め
、

明
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
兵
二
十
万
を
援
軍
と
す
る
に
至
る
。
明
は
や
が
て
、
「
改

土
帰
流
」
を
失
敗
と
み
な
し
、
王
守
仁
（
王
陽
明
）
を
起
用
す
る
。
王
守
仁
は
、

招
撫
し
た
非
漢
民
族
に
よ
り
、
他
の
賊
を
討
た
せ
、
そ
の
功
を
称
え
て
朝
廷
に

報
告
し
た
。
た
だ
し
、
王
守
仁
の
死
後
、
そ
の
政
策
は
批
判
さ
れ
て
混
乱
し
た
。

結
果
、
こ
の
地
域
の
完
全
な
「
改
土
帰
流
」
は
、
清
末
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た

）
11
（

。

 
 

王
守
仁
の
政
策
は
、
諸
葛
亮
の
南
蛮
統
治
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
有
効
性
は
、

清
末
に
及
ん
だ
。
嘉
靖
本
が
背
景
と
し
て
い
た
非
漢
民
族
政
策
と
毛
宗
崗
本
が

背
景
と
し
て
い
た
そ
れ
は
、
清
が
満
州
族
と
い
う
非
漢
民
族
で
あ
る
こ
と
を
除

け
ば
、
同
質
で
あ
っ
た
。
華
夷
思
想
に
お
い
て
は
、
民
族
の
別
よ
り
も
、
文
化

の
有
無
に
よ
り
、
華
夷
の
別
を
定
め
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
毛
宗
崗
本
が
嘉

靖
本
の
表
現
を
ほ
ぼ
継
承
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

日本儒教学会報 五
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さ
ら
に
言
え
ば
、
嘉
靖
本
に
描
か
れ
た
諸
葛
亮
の
南
蛮
統
治
、
具
体
的
に
は

④
南
蛮
の
兵
力
・
物
資
を
利
用
す
る
政
策
は
、
明
で
行
わ
れ
た
非
漢
民
族
の
軍

事
利
用
を
も
正
統
化
す
る
。
田
州
府
の
土
官
岑
猛
の
妻
で
あ
る
瓦
氏
夫
人
は
、

嘉
靖
三
十
四
（
一
五
五
五
）
年
の
大
倭
寇
に
対
し
て
、
狼
兵
（
チ
ュ
ア
ン
族
の

兵
）
を
率
い
て
戦
っ
た
。
瓦
氏
夫
人
や
そ
れ
以
外
の
土
官
・
土
目
が
率
い
る
土

兵
ら
の
活
躍
で
、
嘉
靖
海
寇
叛
乱
は
掃
討
さ
れ
る
の
で
あ
る

）
11
（

。
も
ち
ろ
ん
、
嘉

靖
本
が
描
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
も
、
嘉
靖
本
に
描

か
れ
た
諸
葛
亮
の
非
漢
民
族
へ
の
政
策
は
、
結
果
と
し
て
明
の
非
漢
民
族
政
策

を
正
統
化
し
て
い
る
。
孟
獲
の
妻
の
祝
融
夫
人
も
や
が
て
諸
葛
亮
に
心
服
し
て

い
る
。

　

中
華
帝
国
で
あ
る
明
の
成
立
に
よ
っ
て
、
『
三
国
志
平
話
』
に
見
ら
れ
た
夷

狄
の
支
配
の
承
認
は
消
え
、
『
三
国
志
演
義
』
に
は
、
嘉
靖
本
の
み
な
ら
ず
清

に
書
か
れ
た
毛
宗
崗
本
に
も
共
通
す
る
夷
狄
を
徳
に
よ
り
教
化
し
、
夷
を
以
て

夷
を
制
す
る
中
華
の
華
夷
思
想
が
典
型
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な

か
で
も
、
諸
葛
亮
の
南
征
と
そ
の
後
の
南
中
統
治
は
、
弘
治
か
ら
嘉
靖
年
間
に

か
け
て
の
政
治
的
な
状
況
に
お
い
て
も
理
想
的
な
非
漢
民
族
政
策
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
嘉
靖
本
の
記
述
は
、
単
な
る
史
実
化
を
超
え
て
、
結
果
的
に
明
の
非

漢
民
族
統
治
を
正
統
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
『
三
国
志
演
義
』
が
単
な
る

娯
楽
小
説
で
は
な
く
、
官
僚
層
や
科
挙
受
験
者
層
を
含
む
多
く
の
読
者
に
受
容

さ
れ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　

三
、
毛
宗
崗
本
の
孟
節
の
位
置
づ
け 

 
 

清
の
康
熙
年
間
以
降
に
ま
と
め
ら
れ
た
毛
宗
崗
本
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
な

歴
史
観
か
ら
始
ま
る
。

そ
も
そ
も
天
下
の
大
勢
は
、
分
か
れ
る
こ
と
久
し
け
れ
ば
必
ず
合
し
、
合

す
る
こ
と
久
し
け
れ
ば
必
ず
分
か
れ
る
も
の
。
周
の
す
え
七
国
分
か
れ
争

い
、
秦
に
併
合
さ
れ
た
が
、
秦
亡
ぶ
や
楚
・
漢
分
か
れ
争
い
、
ま
た
漢
に

併
合
さ
れ
た
。
漢
朝
は
、
高
祖
が
白
蛇
を
斬
っ
て
義
兵
を
興
し
、
天
下
を

統
一
し
た
の
ち
、
光
武
帝
の
中
興
が
あ
っ
て
、
以
来
献
帝
ま
で
伝
わ
り
、

つ
い
に
三
国
に
分
か
れ
た
。
こ
の
た
び
の
乱
の
理
由
を
推
し
量
れ
ば
、
お

よ
そ
桓
・
霊
二
帝
よ
り
始
ま
っ
た
と
い
え
る

）
11
（

。

　

毛
宗
崗
本
が
冒
頭
に
掲
げ
る
歴
史
観
に
は
、
時
間
的
推
移
（
退
化
・
進
化
）

が
な
い
。
儒
教
で
は
三
代
・
堯
舜
の
世
を
理
想
と
し
、
仏
教
で
は
末
法
思
想
と

し
て
知
ら
れ
る
黄
金
の
時
代
か
ら
鉄
の
時
代
へ
の
四
時
代
区
分
を
説
く
よ
う

に
、
古

い
に
し
えを

宣
揚
し
、
現
在
を
改
革
す
べ
し
と
い
う
時
間
的
推
移
と
共
に
退
化
が

進
む
と
い
う
歴
史
観
が
見
ら
れ
る
。
進
化
論
的
歴
史
観
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
代

表
さ
れ
る
近
代
的
歴
史
観
で
あ
る
。
毛
宗
崗
本
の
よ
う
な
循
環
史
観
は
、
ポ
リ

ビ
オ
ス
の
『
ロ
ー
マ
史
』
や
ニ
ー
チ
ェ
の
永
劫
回
帰
説
な
ど
少
数
派
に
属
す
る
。

 
 

そ
こ
に
は
、
満
清
の
支
配
下
に
お
け
る
民
族
意
識
の
希
薄
化
、
あ
る
い
は
そ

れ
を
醸
成
す
る
目
的
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
清
の
支
配
を
い
ま
ま
で
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
国
家
の
交
替
の
循
環
の
中
で
受
け
入
れ
る
平
板
な
歴
史
観
が
そ
こ

に
あ
る
。

 
 

清
を
建
国
し
た
満
州
族
を
非
漢
民
族
視
し
な
い
歴
史
観
は
、
馬
謖
の
南
中
政

策
を
評
価
す
る
毛
宗
崗
本
の
評
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
毛
宗
崗
本 

第

八
十
七
回
の
総
評
で
、
毛
宗
崗
本
は
馬
謖
が
諸
葛
亮
に
非
漢
民
族
の
「
心
を
攻

め
よ
」
と
進
言
し
た
こ
と
を
非
漢
民
族
を
征
服
す
る
た
め
の
「
平
蛮
指
掌
図
」

を
諸
葛
亮
に
渡
し
た
呂
凱
と
比
べ
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

呂
凱
の
図
は
良
い
が
、
そ
れ
で
も
馬
謖
の
説
が
良
い
こ
と
に
は
劣
る
。
な

ぜ
か
。
呂
凱
は
南
蛮
の
地
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
南
蛮
の
人
を
描
い

「三国志」物語における華夷思想の展開
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て
は
い
な
い
。
南
蛮
の
人
を
描
く
こ
と
が
で
き
て
も
、
南
蛮
の
人
の
心
を

描
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
馬
謖
の
意
図
は
、
南
蛮
の
土
地
を
取
る
こ
と
に

は
な
く
、
南
蛮
の
人
を
取
る
、
し
か
も
南
蛮
の
人
の
心
を
取
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
呂
凱
の
図
を
繙
く
こ
と
で
、
孔
明
の
目
は
南
蛮
の
土
地
で

見
ら
れ
な
い
所
は
な
く
な
っ
た
が
、
馬
謖
の
説
を
聴
く
こ
と
で
、
孔
明
は

直
ち
に
南
人
の
心
の
中
で
分
か
ら
な
い
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
兵
家
は､

城
と
軍
を
攻
め
る
こ
と
を
共
に
知
る
が
、
心
を
攻
め
る
心
戦
の
論
に
つ
い

て
は
、
『
六
韜
』
・
『
三
略
』
の
い
ま
だ
説
く
所
で
は
な
く
、
『
黄
石
素
書
』

や
『
孫
武
十
三
篇
』
の
い
ま
だ
掲
載
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
（
『
尚

書
』
が
記
す
殷
の
湯
王
が
夏
の
桀
王
を
破
っ
た
）
南
巣
の
戦
い
と
（
『
尚

書
』
が
記
す
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
破
っ
た
）
牧
野
の
戦
い
が
、
よ
く

心
を
攻
め
る
意
図
を
得
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
馬
謖
が
こ
れ
を
言
え
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
馬
謖
が
こ
れ
を
言
う
こ
と
を
待
た
な
く
と

も
、
孔
明
は
初
め
か
ら
こ
れ
を
知
っ
て
お
り
、
孔
明
は
た
だ
馬
謖
の
言
に

よ
り
、
い
よ
い
よ
そ
の
決
意
を
固
め
た
だ
け
で
あ
る

）
11
（

。

 
 

毛
宗
崗
本
は
、
こ
の
よ
う
に
、
馬
謖
が
南
蛮
の
人
の
心
を
攻
め
よ
と
説
い
た

こ
と
を
兵
家
の
域
を
超
え
、
『
尚
書
』
に
記
さ
れ
る
殷
の
湯
王
や
周
の
武
王
に

匹
敵
す
る
と
高
く
評
価
す
る
。
そ
し
て
、
孔
明
は
馬
謖
の
言
を
待
た
ず
と
も
、

そ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
本
文
中
に
付
け
た
評
に
お
い
て

も
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

孔
明
は
、
「
南
蛮
の
地
は
、
我
が
国
か
ら
非
常
に
遠
く
、
人
は
多
く
王
化

す
る
こ
と
を
習
お
う
と
し
な
い
た
め
、
服
従
さ
せ
る
の
は
相
当
難
し
い
で

あ
ろ
う
。
わ
た
し
が
自
ら
征
討
に
向
か
う
。
剛
と
柔
を
使
い
、
他
の
方
法

な
ど
も
あ
る
た
め
、
人
に
任
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
だ
」
と
言
っ

た
。
【
七
た
び
擒
に
し
、
七
た
び
放
と
う
と
い
う
気
持
ち
は
、
こ
こ
で
も

う
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
馬
謖
の
説
得
な
ど
待
つ
必
要
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る

）
11
（

。
】

 
 

こ
こ
で
諸
葛
亮
は
、
南
蛮
が
遠
方
で
あ
り
王
化
を
習
お
う
と
し
な
い
と
発
言

し
て
い
る
。
夷
狄
を
教
化
し
て
中
華
に
含
む
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
華
夷
思
想
の
発
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
毛
宗
崗
本
は
、
諸
葛
亮
が

孟
獲
を
二
回
目
に
捕
ら
え
放
っ
た
と
き
に
、
次
の
よ
う
に
評
を
つ
け
る
。

二
度
目
に
孟
獲
を
捕
ら
え
た
の
は
、
出
師
の
表
で
「
五
月 

瀘
を
渡
る
」

と
い
う
も
の
に
あ
た
る
。
『
詩
経
』
（
小
雅 

六
月
）
に
は
、
「
六
月 

萋
萋

た
り
、
戎
車 

既
に
飭

と
と
の

ふ
」
と
あ
る
。
孔
明
が
南
蛮
を
征
し
た
の
は
、
か

の
（
周
の
）
宣
王
が
玁
狁
を
伐
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
（
出

師
の
表
の
）
「
深
く
不
毛
に
入
る
」
は
、
た
だ
「
薄

い
さ
さ

か
玁
狁
を
伐
ち
、
太

原
に
至
る
」
と
、
ど
こ
が
異
な
ろ
う
か

）
11
（

。

 
 

毛
宗
崗
本
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
諸
葛
亮
の
南
征
を
周
の
宣
王
の
玁
狁
討

伐
に
準
え
て
い
る
。
周
の
宣
王
に
派
遣
さ
せ
た
尹
吉
甫
は
、
王
者
の
徳
に
よ
り

四
夷
を
綏
服
さ
せ
た
。
諸
葛
亮
の
雲
南
省
へ
の
外
征
は
、
中
華
が
夷
狄
を
徳
に

よ
り
教
化
す
る
代
表
的
な
華
夷
思
想
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 

し
か
し
、
毛
宗
崗
本
が
著
さ
れ
た
清
の
康
熙
帝
期
に
は
、
雲
南
省
へ
の
遠
征

は
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
満
州
族
の
清
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
た
漢
民
族
国

家
の
明
は
、
皇
族
た
ち
が
南
明
と
総
称
さ
れ
る
亡
命
政
権
を
建
て
て
、
清
に
抵

抗
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
永
明
王
の
朱
由
榔
は
、
第
四
代
の
南
明
皇
帝
で

あ
る
永
暦
帝
と
し
て
華
南
各
地
を
逃
れ
、
永
暦
九
（
一
六
五
五
）
年
に
は
、
雲

南
省
の
昆
明
に
逃
れ
て
い
る
。
諸
葛
亮
の
南
征
の
最
南
地
点
で
あ
る
。
最
終
的

に
永
暦
帝
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
ま
で
逃
れ
る
が
、
清
に
降
伏
し
た
呉
三
桂
に
攻
撃
さ

れ
、
一
族
と
と
も
に
昆
明
で
処
刑
さ
れ
、
明
の
皇
統
は
断
絶
す
る
。
実
際
に
永

暦
帝
を
攻
撃
し
た
者
は
漢
民
族
の
呉
三
桂
で
は
あ
る
が
、
漢
民
族
国
家
の
明
は
、
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夷
狄
の
満
州
族
で
あ
る
清
に
諸
葛
亮
の
南
征
ル
ー
ト
に
よ
り
追
い
詰
め
ら
れ
滅

ぼ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
雲
南
王
と
な
っ
た
呉
三
桂
も
、
三
藩
の
乱
を
起
こ
し
、
康

熙
帝
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
。
毛
宗
崗
本
は
、
そ
う
し
た
事
実
に
一
切
口
を
噤
む
。

諸
葛
亮
に
よ
る
夷
狄
の
心
を
攻
め
る
「
七
擒
七
縦
」
を
華
夷
思
想
に
基
づ
き
宣

揚
す
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
清
へ
の
認
識
を
窺
い
得
る
箇
所
は
あ
る
。
第

九
十
回
の
総
評
で
、
孟
獲
の
兄
で
諸
葛
亮
に
協
力
し
た
孟
節
を
な
ぜ
南
蛮
王
と

し
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
論
ず
る
部
分
で
あ
る
。

武
侯
（
孔
明
）
は
孟
獲
を
南
蛮
の
王
と
し
た
。
な
ぜ
孟
節
を
立
て
て
南
蛮

の
王
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
孟
節
が
蛮
に
あ
り
な
が
ら
蛮

人
を
超
越
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
蛮
に
あ
っ
て
蛮
を
超
越
し
て
し
ま
え

ば
、
孟
節
は
蛮
人
で
は
な
い
。
蛮
人
で
な
い
の
に
蛮
を
治
め
る
こ
と
は
、

蛮
人
が
蛮
を
治
め
る
こ
と
よ
り
も
良
い
こ
と
で
は
な
い
。
だ
か
ら
孟
節
に

爵
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
と
し
て
も
、
孟
節
を
用
い
る
こ
と
は
孟

獲
を
用
い
る
に
は
及
ば
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
荊
蛮
は
曷
為
有
（
周
の
文

王
の
伯
父
の
）
泰
伯
が
治
め
た
の
か
。
と
い
う
の
は
泰
伯
が
聖
人
だ
か
ら

で
あ
る
。
孟
節
は
賢
人
で
あ
る
。
賢
人
は
節
を
守
る
だ
け
で
あ
る
が
、
聖

人
は
権
宜
に
も
通
達
し
て
い
る
。
聖
人
は
蛮
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

賢
人
は
蛮
を
治
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
賢
人
は
蛮
を
治
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
（
諸
葛
亮
の
よ
う
に
）
蛮
人
の
自
治
を
許
す
こ
と
は
で
き
る

の
で
あ
る

）
1（
（

。

 
 

毛
宗
崗
本
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
諸
葛
亮
が
蛮
人
の
孟
獲
に
自
治
を
認

め
た
こ
と
を
評
価
す
る

）
11
（

。
そ
の
際
、
孟
獲
の
兄
孟
節
が
す
で
に
蛮
族
で
は
な
い
、

と
の
認
識
を
示
す
。
夷
狄
で
あ
る
か
否
か
は
、
民
族
の
別
や
生
ま
れ
で
は
な
い
。

華
夏
文
化
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
で
あ
る
、
と
い
う
華
夷
思
想
を
背
景
に
孟
節

を
「
華
人
」
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
敷
衍
す
れ
ば
、
清
の
康
熙

帝
も
、
華
夏
文
化
を
受
け
入
れ
た
「
華
人
」
と
認
識
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

清
が
南
明
を
雲
南
で
滅
ぼ
し
た
こ
と
は
、
諸
葛
亮
の
南
征
に
お
い
て
、
あ
え
て

触
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
毛
宗
崗
本
は
、
清
を
正
統
化
す
る

の
で
あ
る
。

 
 

こ
う
し
た
毛
宗
崗
本
の
華
夷
思
想
が
、
清
初
の
華
夷
思
想
の
す
べ
て
で
は
な

か
っ
た
。
康
熙
帝
を
嗣
い
だ
雍
正
帝
は
、
華
夷
思
想
に
基
づ
き
反
清
思
想
を
広

め
、
四
川
総
督
の
岳
鍾
琪
に
清
朝
打
倒
を
唆
し
た
と
し
て
曾
静
を
逮
捕
し
た
。

曾
静
は
取
り
調
べ
の
中
で
、
自
ら
の
思
想
に
影
響
を
与
え
た
呂
留
良
の
華
夷
思

想
を
誤
り
と
し
、
雍
正
帝
の
主
張
を
す
べ
て
正
し
い
と
認
め
た
。
思
想
教
化
へ

の
利
用
価
値
を
認
め
た
雍
正
帝
は
、
曾
静
を
許
し
、
す
で
に
死
去
し
て
い
た
呂

留
良
と
子
の
呂
葆
中
の
屍
を
戮
し
、
門
人
た
ち
を
処
罰
す
る
一
方
で
、
雍
正
帝

の
上
諭
、
曾
静
の
供
述
、
曾
静
に
よ
る
自
己
批
判
書
「
帰
仁
説
」
を
ま
と
め
た

『
大
義
覚
迷
録
』
を
刊
行
し
、
学
校
ご
と
に
備
え
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る

）
11
（

。

 
 

毛
宗
崗
本
は
、
馬
謖
の
「
夷
狄
の
心
を
攻
め
る
」
進
言
を
評
価
し
、
諸
葛
亮

が
す
で
に
「
華
」
化
し
た
孟
節
で
は
な
く
孟
獲
に
自
治
を
さ
せ
た
こ
と
を
是
と

し
た
。
そ
こ
に
は
、
清
が
中
華
で
あ
る
こ
と
を
華
夏
文
化
の
受
容
に
よ
り
承
認

し
、
清
の
支
配
を
正
統
視
す
る
華
夷
思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
毛
宗
崗
本

は
、
清
の
中
国
支
配
を
正
統
化
す
る
歴
史
観
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
毛

宗
崗
本
は
、
清
朝
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
普
及
し
た
と
い
う

）
11
（

。
清
の
支
配
が
安

定
化
す
る
康
熙
・
乾
隆
年
間
よ
り
以
前
に
お
い
て
、
毛
宗
崗
本
が
通
行
本
と
し

て
の
地
位
を
確
立
で
き
な
か
っ
た
理
由
の
一
端
を
こ
こ
に
求
め
得
る
可
能
性
は

あ
る
。
そ
う
し
た
問
題
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
や
が
て
毛
宗
崗
本
が
通
行
本

と
な
る
ま
で
広
く
受
容
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
の
物
語
の
完
成
度
の
高
さ
に
あ
る

と
言
え
よ
う

）
11
（

。

「三国志」物語における華夷思想の展開
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お
わ
り
に

 

「
三
国
志
」
の
物
語
は
、
『
三
国
志
平
話
』
か
ら
嘉
靖
本
、
毛
宗
崗
本
ま
で
、

一
貫
し
て
体
制
側
の
小
説
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
革
命
家
の
毛

沢
東
が
『
三
国
志
演
義
』
で
は
な
く
、
『
水
滸
伝
』
を
推
奨
し
た
こ
と
は
首
肯

さ
れ
よ
う
。

 
 

元
の
『
三
国
志
平
話
』
は
、
そ
の
起
源
が
語
り
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来

は
著
作
と
し
て
有
す
る
思
想
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
語
り
物
を
取

り
囲
む
額
縁
物
語
か
ら
は
、
『
三
国
志
平
話
』
が
、
モ
ン
ゴ
ル
族
と
い
う
元
の

支
配
者
を
意
識
し
、
そ
の
民
族
差
別
的
な
支
配
に
迎
合
す
る
た
め
に
著
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
た
。
明
の
嘉
靖
本
は
、
華
夷
思
想
と
逆
行
す
る

夷
狄
の
正
統
化
か
ら
離
れ
、
史
実
に
お
い
て
諸
葛
亮
が
展
開
し
た
華
夷
思
想
に

基
づ
く
懐
柔
策
を
高
く
評
価
し
た
。
そ
れ
は
、
結
果
と
し
て
明
が
雲
南
省
に
施

行
し
て
い
た
土
司
制
度
を
正
統
化
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
清
ま
で
続
く
「
改
土

帰
流
」
の
失
敗
は
、
華
夷
思
想
に
基
づ
く
諸
葛
亮
の
統
治
を
正
統
化
す
る
『
三

国
志
演
義
』
が
、
違
和
感
な
く
読
み
継
が
れ
る
背
景
と
な
る
。

 
 

清
の
毛
宗
崗
本
は
、
明
清
革
命
の
際
、
漢
民
族
と
満
州
族
の
争
い
の
舞
台
で

も
あ
っ
た
雲
南
省
へ
の
諸
葛
亮
の
南
征
に
つ
い
て
、
華
夷
思
想
に
基
づ
く
馬
謖

の
進
言
や
諸
葛
亮
の
蛮
族
自
治
政
策
を
高
く
評
価
し
、
清
の
抱
え
る
民
族
問
題

に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
満
州
族
の
支
配
す
る
清
朝
に
お
い
て
、
清
の
異
民
族

支
配
に
正
面
か
ら
批
判
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
毛

宗
崗
本
が
普
及
し
た
の
は
、
華
夏
文
化
の
受
容
に
よ
り
夷
狄
で
は
な
く
な
る
と

い
う
華
夷
思
想
に
基
づ
き
、
清
の
支
配
を
正
統
化
し
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
。

毛
宗
崗
本
が
『
三
国
志
演
義
』
の
通
行
本
と
な
る
の
は
、
そ
の
物
語
の
完
成
度

の
高
さ
を
理
由
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
注

（
（
）　

渡
邉
義
浩
「
両
漢
に
お
け
る
華
夷
思
想
の
展
開
」
（
『
両
漢
儒
教
の
新
研
究
』
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
教
国
家
」
の
成
立
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
九
年
に
所
収
）
、「
規
範
と
し
て
の
「
古
典
中
国
」
」（
『
日
本
儒
教
学
会
報
』
一
、

二
〇
一
七
年
、『
「
古
典
中
国
」
の
形
成
と
王
莽
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
に
所
収
）

を
参
照
。

（
1
）　

小
島
毅
「
中
華
の
歴
史
認
識
」
（
『
「
世
界
史
」
の
世
界
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
六
年
）
。

（
1
）　

三
浦
国
雄
『
「
朱
子
語
類
」
抄
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
）
。

（
1
）　

語
り
物
と
し
て
の
「
三
国
志
」
に
つ
い
て
は
、
後
藤
裕
也
『
語
り
物
「
三
国
志
」

の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
。

（
1
）　

小
川
環
樹
「
「
三
国
演
義
」
発
展
の
あ
と
」
（
『
中
国
小
説
史
の
研
究
』
第
一
章
、

岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
。
な
お
、
『
新
編
五
代
史
平
話
』
梁
史
平
話 

巻
上
に

は
、
漢
の
高
祖
と
韓
信
が
献
帝
と
曹
操
に
転
生
し
た
と
い
う
因
果
応
報
物
語
が
あ

り
、
司
馬
仲
相
と
呂
后
が
い
な
い
こ
と
は
、
大
塚
秀
高
「
漢
の
物
語
か
ら
唐
の
物

語
へ
─
『
三
国
志
平
話
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
中
国
通
俗
文
芸
へ
の
視
座
』
東
方
書
店
、

一
九
九
八
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
小
川
陽
一
『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』（
新
典
社
、

一
九
八
一
年
）
は
、
『
三
国
志
平
話
』
の
冥
間
断
獄
を
拡
大
し
て
『
三
国
因
』
が
作

ら
れ
、
馮
夢
龍
が
『
三
国
因
』
に
手
を
入
れ
て
整
理
し
た
も
の
が
「
閙
陰
司
司
馬

貌
断
獄
」
（
『
古
今
小
説
』
巻
三
十
一
）
で
あ
る
と
す
る
。

（
1
）　

晉
王
封
漢
帝
爲
扶
風
郡
王
。
走
了
①
漢
帝
外
孫
劉
淵
、
投
北
安
了
。
…
…
劉
淵

謂
衆
曰
、
漢
有
天
下
久
長
、
恩
結
於
民
。
吾
乃
漢
之
外
甥
。
舅
氏
被
晉
所
虜
。
吾

何
不
與
報
仇
。
遂
認
舅
氏
之
姓
曰
劉
、
建
國
曰
漢
。
遂
作
漢
祖
故
事
、
稱
漢
王
、

改
元
元
熙
。
追
尊
劉
禪
爲
孝
懷
皇
帝
、
作
漢
三
祖
五
宗
神
主
而
祭
之
。
…
…
却
説

漢
王
、
領
軍
數
十
萬
、
前
至
洛
陽
伐
晉
。
晉
懷
帝
出
迎
敵
、
陣
敗
、
漢
兵
執
之
、

殺
而
祭
于
劉
禪
之
廟
。
又
有
晉
憫
帝
位
於
長
安
。
漢
王
遣
劉
曜
征
之
、
遂
虜
晉
憨
帝
、

遂
納
晉
惠
帝
羊
皇
后
爲
妻
。
遂
送
晉
帝
于
平
陽
郡
。
②
漢
王
遂
滅
晉
國
、
即
漢
皇
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- 89 -

帝
位
。
③
遂
朝
漢
高
祖
廟
、
又
漢
文
帝
廟
、
漢
光
武
廟
、
漢
昭
烈
皇
帝
廟
、
漢
懷

帝
劉
禪
廟
而
祭
之
、
大
赦
天
下
。
漢
君
懦
弱
曹
吾
霸
、
昭
烈
英
雄
蜀
帝
都
。
司
馬

仲
達
平
三
國
、
劉
淵
興
漢
鞏
皇
圖
。
（
『
三
国
志
平
話
』
巻
下
）
。
な
お
、
翻
字
は
、

二
階
堂
善
弘
『
全
相
平
話
二
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
』
（
科
学
研
究
費
報
告
書
、

二
〇
〇
一
年
）
に
依
拠
し
た
。

（
1
）　

二
階
堂
善
弘
・
中
川
諭
『
三
国
志
平
話
』
（
光
栄
、
一
九
九
九
年
）
。
な
お
、
つ

と
に
鄭
振
鐸
「
三
国
志
演
義
的
演
化
」
（
『
中
国
文
学
論
集
』
一
九
三
四
年
）
は
、

こ
の
物
語
に
つ
い
て
、
匈
奴
の
一
部
族
の
首
長
を
劉
氏
を
称
し
た
こ
と
で
、
漢
と

の
続
柄
を
強
調
す
る
の
は
、
史
実
か
ら
離
れ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
1
）　

金
文
京
「
『
三
国
志
平
話
』
の
結
末
に
つ
い
て
の
試
論
」
（
『
狩
野
直
禎
先
生
傘
寿

記
念
三
国
志
論
集
』
三
国
志
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）
。

（
1
）　

『
晉
書
』
巻
一
百
一 

劉
元
海
載
記
に
、
「
追
尊
劉
禪
為
孝
懷
皇
帝
、
立
漢
高
祖

以
下
三
祖
・
五
宗
神
主
而
祭
之
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
八
十
五 

に

も
、
「
追
尊
安
樂
公
禪
為
孝
懷
皇
帝
、
作
漢
三
祖
・
五
宗
神
主
而
祭
之
」
と
あ
る
。

大
塚
秀
高
「
関
羽
と
劉
淵
─
関
羽
像
の
成
立
過
程
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

一
三
四
、
一
九
九
七
年
）
は
、
『
三
国
志
平
話
』
が
『
晉
書
』
を
座
右
に
置
い
て
書

か
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
（1
）　

宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（
（（
）　

劉
宣
等
固
諌
曰
、
①
晉
爲
無
道
、
奴
隸
御
我
。
是
以
右
賢
王
猛
不
勝
其
忿
。
屬

晉
綱
未
弛
、
大
事
不
遂
。
右
賢
塗
地
、
單
于
之
恥
也
。
今
司
馬
氏
父
子
兄
弟
、
自

相
魚
肉
。
此
天
厭
晉
徳
、
授
之
於
我
。
單
于
積
徳
在
躬
、
爲
晉
人
所
服
。
方
當
興

我
邦
族
、
復
②
呼
韓
邪
之
業
…
…
（
『
晉
書
』
巻
一
百
一 

劉
元
海
載
記
）
。

（
（1
）　

唐
長
孺
「
晋
代
北
境
各
族
『
変
乱
』
的
性
質
及
五
胡
政
権
在
中
国
的
統
治
」（
『
魏

晋
南
北
朝
史
論
叢
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
五
五
年
）
、
谷
川
道
雄

「
南
匈
奴
の
国
家
前
後
両
趙
政
権
の
性
質
に
つ
い
て
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究

論
集
』
三
五
、
一
九
六
四
年
、
『
隋
唐
帝
国
形
成
史
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、

増
補
版
は
一
九
九
八
年
に
所
収
）
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
西
晉
に
お
け

る
華
夷
思
想
の
変
容
」
（
『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
八
、
二
〇
〇
九
年
、
『
西

晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
に
所
収
）
を
参
照

（
（1
）　

『
三
国
志
演
義
』
が
三
国
志
平
話
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
、
金
文
京
「
「
三
国

演
義
」
版
本
試
探
－
建
安
諸
本
を
中
心
に
」（
『
集
刊
東
洋
学
』
六
一
、
一
九
八
九
年
）
、

そ
の
編
纂
が
重
層
的
で
あ
る
こ
と
は
、
井
口
千
雪
『
三
国
志
演
義
成
立
史
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
（1
）　

『
三
国
志
演
義
』
版
本
に
つ
い
て
は
、
中
川
諭
『
『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』（
汲

古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
（1
）　

後
漢
桓
帝
崩
、
霊
帝
即
位
、
時
年
十
二
歳
。
…
…
建
寧
二
年
四
月
十
五
日
、
帝

会
群
臣
于
温
德
殿
中
。
方
欲
陞
座
、
殿
角
狂
風
大
作
、
見
一
条
青
蛇
。
従
梁
上
飛

下
来
、
約
二
十
余
丈
長
、
蟠
于
椅
上
。
霊
帝
驚
倒
、
武
士
急
慌
救
出
（
嘉
靖
本 

卷

之
一 

祭
天
地
桃
園
結
義
）
。 

（
（1
）　

朱
元
璋
が
白
蓮
教
徒
か
ら
蝉
変
し
た
こ
と
は
、
野
口
鐵
郎
『
明
代
白
蓮
教
史
の

研
究
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
（1
）　

熹
平
元
年
四
月
甲
午
、
青
蛇
見
御
坐
上
。
是
時
靈
帝
委
任
宦
者
、
王
室
微
弱
（
『
続

漢
書
』
志
十
七 

五
行
五
）
。

（
（1
）　

『
資
治
通
鑑
』
卷
五
十
六
に
、
「
（
建
寧
二
年
）
夏
四
月
壬
辰
、
有
青
蛇
見
於
御
坐

上
。
癸
巳
大
風
、
雨
雹
、
霹
靂
」
と
あ
り
、『
資
治
通
鑑
綱
目
』
卷
十
二
上
に
、「
（
建

寧
二
年
）
夏
四
月
、
青
蛇
見
御
座
上
。
大
風
雨
雷
雹
。
詔
公
卿
言
事
」
と
あ
る
。

（
（1
）　

上
田
望
「
講
史
小
説
と
歴
史
書
⑴
―
『
三
国
演
義
』『
隋
唐
両
朝
史
伝
』
を
中
心
に
」

（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
三
〇
、
一
九
九
六
年
）
。

（
11
）　

夫
史
、
非
独
紀
歴
代
之
事
、
蓋
欲
昭
往
昔
之
盛
衰
・
鍳
君
臣
之
善
悪
・
載
政
事

之
得
失
、
観
人
才
之
吉
凶
、
知
邦
家
之
休
戚
、
以
至
寒
暑
、
災
祥
、
褒
貶
。
予
奪

無
一
而
不
筆
之
者
、
有
義
存
焉
。
吾
夫
子
因
獲
麟
而
作
春
秋
。
春
秋
魯
史
也
。
孔

子
修
之
、
至
一
字
予
者
褒
之
、
否
者
貶
之
。
然
一
字
之
中
、
以
見
当
時
君
臣
父
子

之
道
、
垂
鍳
後
世
、
俾
識
某
之
善
某
之
悪
、
欲
其
勧
懲
警
懼
、
不
致
有
前
車
之
覆
。

…
…
然
史
之
文
、
理
微
義
奥
。
…
…
前
代
嘗
以
野
史
、
作
為
評
話
。
令
瞽
者
演
説
、

「三国志」物語における華夷思想の展開
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其
間
言
辞
面
鄙
謬
又
失
之
於
野
、
士
君
子
多
厭
之
。
若
東
原
羅
貫
中
、
以
平
陽
陳

寿
伝
、
攷
諸
国
史
、
自
漢
霊
帝
中
平
元
年
終
于
晋
太
康
元
年
之
事
留
心
損
益
、
目

之
曰
、
三
国
志
通
俗
演
義
。
文
不
甚
深
、
言
不
甚
俗
。
事
紀
其
実
、
亦
庶
幾
乎
史
。

蓋
欲
読
誦
者
人
人
得
而
知
之
（
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
序
）
。

（
1（
）　

『
漢
書
』
卷
二
十
七
上 

五
行
志
上
に
、
「
文
王
演
周
易
。
師
古
曰
、
演
、
広
也
」

と
あ
り
、『
後
漢
書
』
列
傳
七
十
三 

逸
民 

周
党
伝
に
、「
文
不
能
演
義
、
武
不
能
死
君
」

と
あ
る
よ
う
に
、
演
は
延
、
あ
る
い
は
広
、
お
し
ひ
ろ
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

演
義
は
、
歴
史
上
の
事
実
を
修
飾
敷
衍
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
。

（
11
）　

至
次
日
、
見
武
侯
、
①
孟
獲
言
、
先
帝
劉
備
借
了
十
萬
軍
却
不
得
、
俺
反
。
將

十
萬
金
珠
來
、
我
放
爾
之
命
。
蠻
將
與
了
金
珠
、
贖
了
孟
獲
。
後
數
日
、
孟
獲
遠

赴
哭
娘
廟
燒
香
。
四
面
伏
軍
皆
起
、
又
捉
了
孟
獲
。
又
不
肯
納
降
、
要
十
萬
金
珠
、

又
贖
了
。
軍
師
曰
、
無
數
日
、
我
就
帳
内
促
你
。
蠻
王
不
信
。
諸
葛
多
使
酒
食
管
待
、

孟
獲
去
了
。
…
…
軍
師
、
鎖
你
赴
川
、
征
了
蠻
王
、
後
斬
爾
。
蠻
王
怕
死
、
又
使

金
珠
贖
了
。
衆
官
告
軍
師
、
②
蠻
王
者
、
夷
狄
人
也
。
放
了
三
回
五
次
。
軍
師
笑
曰
、

③
吾
覷
此
賊
如
同
草
芥
、
兼
自
西
川
國
窮
（
『
三
国
志
平
話
』
卷
下
）
。
「
征
了
蠻
王
」

は
、
「
征
了
蠻
地
」
と
し
て
解
釈
し
た
。 
 
 
 
 
 

（
11
）　

〔
卻
説
〕
孟
獲
與
祝
融
夫
人
並
孟
優
・
帶
來
洞
主
一
切
宗
黨
、
在
別
帳
飲
酒
、
忽

一
人
（
與
）〔
入
帳
〕
孟
獲
曰
、
丞
相
面
羞
、
不
欲
與
公
相
見
。（
故
）〔
特
〕
令
我
（
等
）〔
來
〕

放
公
回
去
、
再
招
人
馬
來
決
勝
負
。
公
今
（
日
）
可
速
去
（
之
）
。
〔
孟
〕
獲
垂
淚
言
曰
、

七
擒
七
縱
、
自
古
未
嘗
有
也
。
①
吾
雖
化
外
之
人
、
頗
知
禮
義
。
直
如
此
無
羞
恥
（
也
）

〔
乎
〕
。
遂
同
兄
弟
妻
子
・
宗
黨
（
人
等
）
〔
等
人
〕
、
皆
匍
匐
跪
於
帳
下
、
肉
袒
謝

罪
曰
、
丞
相
天
威
（
也
）
、
南
人
不
復
反
矣
。
孔
明
曰
、
公
今
服
乎
。
獲
泣
而
謝
曰
、

某
子
子
孫
孫
、
皆
感
覆
載
生
成
之
恩
。
安
得
不
服
（
也
）
。
孔
明
〔
乃
〕
請
孟
獲
上
帳
、

設
宴
慶
賀
、
②
就
令
永
爲
洞
主
、
所
（
占
）
〔
奪
〕
之
地
盡
皆
退
還
。
孟
獲
宗
黨
及

諸
蠻
兵
、
無
不
感
戴
、
皆
忻
然
跳
躍
而
（
慶
之
）
〔
去
〕
。
…
…
長
史
費
禕
入
諫
曰
、

今
丞
相
親
提
士
（
馬
）
〔
卒
〕
、
深
入
不
毛
、
收
（
復
）
〔
服
〕
蠻
（
夷
）
〔
方
〕
、（
目

今
）
蠻
夷
〔
今
〕
既
已
歸
服
、
③
何
不
（
張
官
置
）〔
置
官
〕
吏
、
與
孟
獲
一
同
守
之
。

孔
明
曰
、
如
此
〔
有
〕
三
不
易
（
也
）
。
留
外
人
則
當
留
兵
、
兵
無
所
食
。
一
不
易
也
。

蠻
夷
（
折
傷
）
〔
傷
破
〕
、
父
母
死
亡
、
留
外
人
而
不
留
兵
、
必
成
禍
患
。
二
不
易

也
。
蠻
（
夷
）
〔
人
〕
累
有
廢
殺
之
罪
、
自
有
嫌
疑
、
留
外
人
終
不
相
信
。
三
不
易

也
。
今
吾
不
留
人
、
（
不
留
兵
）
不
運
糧
、
（
自
然
安
矣
）
〔
與
相
安
於
無
事
而
已
〕
。

衆
（
官
）
〔
人
〕
盡
（
皆
）
服
（
之
）
。
（
此
時
）
〔
於
是
〕
蠻
（
夷
）
〔
方
〕
皆
感
孔

明
之
恩
德
、
乃
與
孔
明
立
生
祠
、
四
時
享
（
祭
）〔
祀
、
皆
〕
呼
之
爲
慈
父
。
④
（
皆
運
）

〔
各
送
〕
珍
珠
・
金
寶
・
丹
漆
・
藥
材
・
耕
牛
・
戰
馬
、
（
拜
送
孔
明
）
以
資
軍
用
。

（
後
有
進
貢
天
子
禮
物
）
、（
終
身
不
）〔
誓
不
相
〕
反
。
南
方
已
定
（
皆
是
孔
明
之
功
）

（
嘉
靖
本 

卷
十
八 

孔
明
興
兵
征
孟
獲
）
。
な
お
、
毛
宗
崗
本
に
な
い
文
字
を
（ 

 

）
、

毛
宗
崗
本
に
あ
り
嘉
靖
本
に
な
い
文
字
を
〔 

 

〕
で
示
し
た
。

（
11
）　

こ
こ
に
掲
げ
た
三
国
時
代
の
非
漢
民
族
政
策
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
『
三

国
志
よ
り
み
た
邪
馬
台
国
─
国
際
関
係
と
文
化
を
中
心
と
し
て
』
（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
11
）　

以
上
、
谷
口
房
男
「
思
恩
田
州
叛
乱
始
末
記
」
（
『
史
苑
』
四
二
－
一
・
二
、

一
九
八
二
年
、『
華
南
民
族
史
研
究
』
緑
蔭
書
房
、
一
九
九
七
年
に
所
収
）
に
よ
る
。

（
11
）　

谷
口
房
男
「
嘉
靖
海
寇
叛
乱
掃
討
と
瓦
氏
夫
人
」
（
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』

三
七 

史
学
科
篇
、
一
九
八
四
年
、
『
華
南
民
族
史
研
究
』
前
掲
に
所
収
）
。 

 

（
11
）　

話
説
天
下
大
勢
、
分
久
必
合
、
合
久
必
分
。
周
末
七
國
分
爭
、
并
入
于
秦
、
及

秦
滅
之
後
楚
漢
分
爭
、
又
并
入
于
漢
。
漢
朝
、
自
高
祖
斬
白
蛇
而
起
義
、
一
統
天

下
後
、
來
光
武
中
興
、
傳
至
獻
帝
、
遂
分
爲
三
國
。
推
其
致
亂
之
由
、
殆
始
於
桓
・

靈
二
帝
（
毛
宗
崗
本 

第
一
回 

宴
桃
園
豪
傑
三
結
義
）
。 

 
 

（
11
）　

呂
凱
之
図
善
矣
、
猶
不
若
馬
謖
之
説
為
善
也
。
何
也
。
呂
凱
能
絵
其
地
、
未
能

絵
其
人
。
即
能
絵
其
人
、
未
能
絵
其
人
之
心
也
。
馬
謖
之
意
、
不
在
取
其
地
、
取

其
人
、
而
在
取
其
人
之
心
。
故
披
呂
凱
之
図
、
能
使
南
方
無
処
不
在
孔
明
之
目
中
、

聴
馬
謖
之
説
、
直
当
使
孔
明
無
日
不
在
南
人
之
心
中
耳
。
用
兵
之
家､

倶
知
攻
城

与
兵
戦
、
至
于
攻
心
心
戦
之
論
、
則
六
韜
・
三
略
之
所
未
及
詳
、
黄
石
素
書
・
孫

武
十
三
篇
之
所
未
載
也
。
惟
南
巣
・
牧
野
之
師
、
為
能
得
此
意
、
而
不
謂
馬
謖
能
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言
之
。
然
非
待
馬
謖
言
之
、
而
孔
明
始
知
之
、
孔
明
特
因
馬
謖
之
言
、
而
愈
決
之

耳
（
毛
宗
崗
本 

第
八
十
七
回 

総
評
）
。 

 

（
11
）　

孔
明
曰
、
南
蛮
之
地
、
離
国
甚
遠
、
人
多
不
習
王
化
、
収
服
甚
難
。
吾
当
親
去
征
之
。

可
剛
可
柔
、
別
有
斟
酌
、
非
可
容
易
托
人
。
【
七
擒
七
縦
之
意
、
于
此
已
先
定
矣
、

不
消
待
馬
謖
説
得
。
】
（
毛
宗
崗
本 

第
八
十
七
回 

征
南
窃
丞
相
大
興
師
）
。 

 

（
11
）　

二
擒
孟
獲
、
即
出
師
表
所
謂
五
月
渡
瀘
者
也
。
詩
云
、
六
月
萋
萋､

戎
車
既
飭
。

孔
明
之
征
南
蛮
、
其
宣
王
之
伐
玁
狁
乎
。
然
深
入
不
毛
、
独
与
薄
伐
玁
狁
、
至
于

太
原
者
、
有
何
異
哉
（
毛
宗
崗
本 

第
八
十
七
回 

総
評
）
。

（
1（
）　

武
侯
仍
以
孟
獲
王
南
蛮
。
何
如
立
孟
節
以
王
南
蛮
。
曰
孟
節
在
蛮
而
超
于
蛮
者
也
。

在
蛮
而
超
于
蛮
、
則
孟
節
非
蛮
人
也
。
以
非
蛮
治
蛮
、
豈
若
以
蛮
治
蛮
之
為
善
乎
。

故
雖
使
孟
節
肯
受
爵
、
而
用
節
不
如
用
獲
也
。
然
則
荊
蛮
曷
為
有
泰
伯
。
曰
泰
伯

聖
人
也
。
孟
節
賢
人
也
。
惟
賢
守
節
、
惟
聖
達
権
。
聖
人
可
以
治
蛮
、
而
賢
人
不

可
以
治
蛮
。
賢
人
不
可
以
治
蛮
、
則
惟
聴
蛮
人
之
自
相
治
而
已
矣
（
毛
宗
崗
本 

第

九
十
回 

総
評
）
。

（
11
）　

毛
宗
崗
本
は
、
同
じ
く
第
九
十
回
の
こ
の
総
評
の
直
前
で
、「
武
侯
之
欲
撫
南
蛮
、

而
即
用
孟
穫
者
、
真
深
得
安
蛮
之
道
哉
。
得
其
土
而
欲
守
之
、
不
能
不
分
兵
、
分

兵
則
不
能
不
転
餉
、
転
餉
而
輸
挽
徒
労
、
不
若
使
自
守
之
、
而
庇
萌
之
下
、
皆
吾

土
也
。
得
其
人
而
欲
治
之
、
不
能
不
設
官
、
設
官
則
不
能
不
用
法
、
用
法
而
刑
獄

滋
擾
、
不
若
使
自
治
之
、
而
函
蓋
之
下
、
皆
吾
人
也
。
不
但
此
也
。
殺
其
身
、
不

能
変
其
心
、
殺
之
不
足
以
為
武
。
而
生
其
身
、
又
復
奪
其
地
、
則
生
之
亦
不
足
為
恩
。

不
殺
其
人
、
而
南
人
不
反
。
不
奪
其
地
、
而
南
人
乃
愈
不
反
耳
」
（
毛
宗
崗
本 
第

九
十
回 

総
評
）
と
述
べ
、
南
中
は
南
蛮
人
を
用
い
て
自
治
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
論

じ
て
い
る
。

（
11
）　

小
野
川
秀
美
「
雍
正
帝
と
大
義
覚
迷
録
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
一
六
―
四
、

一
九
五
八
年
、
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
〇
年
に
所
収
）
。

韓
東
育
、
仙
石
知
子
（
訳
）
「
清
朝
の
「
非
漢
民
族
」
世
界
に
お
け
る
「
大
中
華
」

の
表
現
―
『
大
義
覚
迷
録
』
か
ら
『
清
帝
遜
位
詔
書
』
ま
で
」（
『
北
東
ア
ジ
ア
研
究
』

別
冊
四
号
、
二
〇
一
八
年
）
も
参
照
。

（
11
）　

上
田
望
「
『
三
国
演
義
』
版
本
試
論
－
通
俗
小
説
の
流
伝
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
東

洋
文
化
』
七
一
、
一
九
九
〇
年
）・「
毛
綸
・
毛
宗
崗
批
評
『
四
大
奇
書
三
国
志
演
義
』

と
清
代
の
出
版
文
化
」
（
『
東
方
学
』
一
〇
一
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
11
）　

毛
宗
崗
本
の
物
語
の
完
成
度
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
仙
石
知
子
『
毛
宗
崗
批
評
『
三

国
志
演
義
』
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。 

「三国志」物語における華夷思想の展開


